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ま え が き 

 

 

長年、日本は国際的に、犯罪が少なく治安水準の高い国であると言われてき

た。しかしながら、近年、日本の治安は急速に悪化しており、刑法犯の認知件

数は平成 14 年の 285 万件をピークとして、同 15 年と 16 年には 2 年連続して減

少に転じたものの、250 万件を突破したまま依然として高い水準にある。なかで

も空き巣やひったくり等の「身近な犯罪」の増加が止まらず、振り込め詐欺の

被害総額も 283 億円を超えている。一方、治安の悪化に伴い、国民が肌で感じ

る犯罪被害に対する脅威の度合い、いわゆる体感治安についても、悪化傾向が

見られる。このような情勢に対処するため、平成１５年８月には、警察庁によ

る「緊急治安対策プログラム」が策定され、平成１５年１２月には犯罪対策閣

僚会議による「犯罪に強い社会の実現のための行動計画」が策定されるなど、

警察は勿論さまざまな機関や地域住民、ボランティア団体が対策に取り組んで

いるところである。 

 このような状況を踏まえ、社会安全研究財団では、犯罪被害に遭う不安感と

被害予防対策に関する国民の意識・要望を把握することを目的に、平成 14 年に

引き続いて、アンケート調査を実施することとした。また、その結果を関係機

関・各方面に提供することにより、この問題に対処しようとする各位において

基礎資料として活用されることを願っている。 

 

 

平成 17 年 3 月 

財団法人 社会安全研究財団 

専務理事 根本好教 

 
 

 



 

 
目    次 

 
まえがき 

 

第Ⅰ部 調査の概要                                            

 第 1 章 調査の目的と調査実施の概要                      
   １．調査の目的／２．調査項目／３．調査方法／４．標本構成／５．調査研究 

の機関 

 第２章 調査結果の概要                          
   １．調査対象者／２．本報告書の構成／３．調査結果の全体的概要／４．結果 

の分析 

 
第Ⅱ部 調査の結果                              

 第 1 章 犯罪被害の実態                           

 第２章 犯罪被害に対する不安感                        
   １．日常感じている不安感／２．家族が被害にあう不安感／３．家族に被害を 

与えた相手／４．自身および家族の犯罪被害に対する不安感―罪種別 

５．自身と家族が犯罪被害にあう可能性（リスク）知覚―罪種別／６．犯罪被 

害に対する不安量およびリスク知覚の総量試算／７．犯罪被害への不安が生じ 

る場所／８．住まいの地域で不安を感じる対象者・物・情報／９．夜間、地域 

内一人歩きに対する不安感 

 第３章 体感的治安感の動向                          
   １．住まいの地域に対する体感治安／２．日本全体に対する体感治安 

 第４章 防犯対策                               
   １．個人がしている防犯対策／２．警察への要望／３．行政への要望／４．防 

犯カメラ設置に対する意見／５．地域住民による防犯パトロール／６．地域住 

民による防犯活動への参加意思、不参加理由／７．各種防犯対策に対する重要 

度の評価 

 第５章 少年非行と来日外国人犯罪                       
   １．少年非行／２．来日外国人犯罪 

 第６章 第Ⅱ部のまとめ                            
   １．犯罪被害の実態／２．犯罪被害に対する不安感／３．体感的治安感の動向／ 

４．防犯対策／５．少年非行／６．来日外国人犯罪 

 



 

第Ⅲ部 調査結果の分析                             

 第１章 犯罪被害の実情と暗数（渡辺昭一）                   
   １．犯罪被害の経験／２．犯罪被害の警察への届出／３．暗数／４．まとめ 

 第２章 犯罪被害の実情と不安感、防犯意識（渡辺昭一）             
   １．犯罪の被害経験と不安感／２．犯罪の被害経験と防犯意識／３．まとめ 

 第３章 犯罪被害の不安感、リスク知覚の構造（山本 功）          
   １．全般的犯罪被害の不安感／２．同居家族が犯罪被害にあう不安感／３．夜 

の一人歩きの不安感／４．罪種による犯罪被害の不安感の分析／５．罪種によ 

る犯罪被害のリスク知覚の分析／６．まとめ 

 第４章 地域社会との関係から見た不安感、他（山本 功）            
   １．居住年数と不安感／２．居住継続希望と不安感／３．近隣関係と不安感／ 

４．近隣の子どもの面識と不安感／５．町内会への参加と不安感／６．地域団 

体への参加と不安感／７．住民移動の認知と不安感／８．都市規模と不安感／ 

９．まとめ 

 第５章 犯罪被害に対する防犯対策（永房典之）                 
   １．犯罪被害に対する防犯対策と不安感・リスク知覚／２．犯罪被害に対する 

防犯対策と属性との関係／３．防犯カメラ設置の是非について／４．まとめ 

 第６章 前回調査結果との比較―犯罪被害に対する不安感・防犯対策について 

（永房典之）                                                       
１．犯罪被害にあった経験と犯罪の被害にあう不安感／２．治安状況と防犯対 

策について／３．まとめ 

 第７章 犯罪被害不安とリスク知覚（島田貴仁）                 
   １．犯罪不安研究における本調査の意義／２．犯罪不安の測定について／ 

３．日本での過去の犯罪不安調査と本調査との比較／４．罪種別にみた被害不 

安とリスク知覚／５．子供の声かけの被害不安の要因分析 

 第８章 少年非行（麦島文夫）                         
   １．少年非行の量的、質的動向／２．今後問題になる非行問題／３．少年に対 

する大人からの注意／４．非行原因の見方／５．まとめ 

 第９章 来日外国人犯罪（矢島正見）                      
   １．『犯罪白書』から見る来日外国人犯罪／２．来日外国人からの犯罪被害 

   ３．来日外国人犯罪の動向／４．来日外国人犯罪への防犯対策／５．まとめ 

 
                                

 




